
議 会 だ よ り （10）平成24年２月２日

議会だより

小正月の団子さし
　１月１２日に福島空港公園管理棟内でい
ずみ幼稚園児による小正月行事の「団子さ
し」が行われました。
　福島空港公園事務所の木村所長から団
子さしの由来などを聞いたあと、自分たち
で団子をミズキの枝にさし、今年は生活が
豊かになるようお願いをしました。

主　な　内　容

12月定例会でこんなことが決まりました ………… ２～３

村政ここがききたい … ……………………………… ４～９

玉一小６年生が議会を傍聴 ほか ………………………… ９

新春互礼会・消防団出初め式 ほか …………………… １０

　

文
藝
春
秋
の
８
月
臨
時
増
刊

号
「
つ
な
み
」
に
掲
載
さ
れ
た
水

を
運
ぶ
少
年
の
姿
は
、
見
る
者
に

様
々
な
思
い
を
抱
か
せ
る
大
変
力

の
あ
る
写
真
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
写
真
を
含
め
、
イ
タ
リ
ア

の
週
刊
誌
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
に

は
記
者
が
こ
う
コ
メ
ン
ト
を
加
え

て
い
ま
す
。
曰
く
、「
面つ

ら
が
ま構
え
が

い
い
。
日
本
は
必
ず
再
興
す
る
。」

と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

た
だ
し
、
一
方
で
は
抗
し
が
た

い
現
実
も
あ
り
ま
す
。

　

地
震
と
つ
な
み
に
よ
り
親
御
さ

ん
を
亡
く
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

岩
手
・
宮
城
・
福
島
の
３
県
で
約

１
５
０
０
人
に
及
び
ま
す
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
の
３
倍
と
い

う
数
字
に
も
被
害
の
大
き
さ
が
見

て
と
れ
ま
す
が
、
そ
ん
な
彼
ら
を

応
援
す
る
た
め
に
、
建
築
家
・
安

藤
忠
雄
氏
が
呼
び
掛
け
た
「
桃
柿

育
英
会
」
の
寄
附
金
も
約
30
億
円

に
達
し
、
こ
れ
か
ら
10
年
間
に
わ

た
っ
て
地
道
な
活
動
・
給
付
が
続

け
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　

あ
れ
か
ら
１
年
…
。
桜
咲
く
３

月
・
４
月
は
穏
や
か
な
日
々
で
あ

る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
溝
井
丈
樹
）

いずみ幼稚園児による団子さし

あ
　
と
　
が
　
き

消防団出初め式

村の安全安心を誓う

　議会のうごき

互礼会であいさつをする石森村長

消防団出初め式を見つめる来賓の皆さん

／１８

　玉川村消防団（我妻徳雄団長）の出初め式は、午前
８時30分から村文化体育館アリーナで行われました。
　須藤議長は、祝辞の中で「昨年の東日本大震災で
は東北地方で多くの消防団員の殉職があり心を痛め
た。自己犠牲を避け、住民が速やかに避難できる訓
練に精進していってほしい」と述べました。
　村議会からは全議員が出席して、消防団員の新年
にかける熱い意気込みを見守りました。

	 ５日		 議会運営委員会
	9日～ 13日	 	12月定例会
	 26日		 石川地方生活環境施設組合定例会（石川町）
　　　　〃	 		 須賀川地方広域消防組合議会臨時会（須賀川市）
	 27日		 公立岩瀬病院企業団議会定例会（須賀川市）
　

	 ４日		 新春互礼会（マーヴェラス末広）
	 ６日		 石川地方町村議会議長会（石川町）
	 ８日		 玉川村消防団出初め式（文化体育館）
　　　　〃	 		 玉川村成人式（マーヴェラス末広）
	18日～ 20日		 石川地方町村議会議長会視察研修（広島県）

	７日	 石川地方町村議会議員研修会（マーヴェラス末広）
11日		 高速交通等総合開発特別委員会研修
	 	（県消防防災航空センター）
14日		 広報編集委員会
16日		 町村議会議長全国大会（東京都）
27日　石川地方農業振興大会（石川町）
29日　新人議員研修会（福島市）

12月

11月

1月

新
春
互
礼
会

新
年
の
抱
負
を
語
り
あ
う

　

玉
川
村
新
春
互
礼
会
は
、
村
と
村
商
工
会
の
主
催
で
マ
ー

ヴ
ェ
ラ
ス
末
広
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

村
内
各
界
か
ら
約
百
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
主
催
者
の
石

森
村
長
、
境
田
商
工
会
長
か
ら
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
石
川

郡
選
出
の
円
谷
県
議
会
議
員
、
須
藤
村
議
会
議
長
が
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
村
議
会
か
ら
は
全
議
員
が
出
席
し
て
、
村
内

の
各
界
の
皆
さ
ん
と
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
新
年
の
抱
負
を
語

り
あ
い
、玉
川
村
の
更
な
る
発
展
を
誓
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

／１４

第 126 号
福 島 県 石 川 郡
玉 川 村 議 会

発行責任者　須 藤 利 夫
編集委員会　大和田　宏・溝 井 丈 樹
　　　　　　岡 部 勝 良・大 木 　 実
　　　　　　飯 島 三 郎

印 刷 　㈲円 谷 印 刷



議 会 だ よ り議 会 だ よ り（３） （２）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
０
０
５

万
１
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
８
億
４
１
８
３
万
１
千
円
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

与
構
造
改
革
の
俸
給
水
準
の
引
き

下
げ
に
伴
う
経
過
措
置
額
の
算
定

基
礎
額
に
つ
い
て
引
き
下
げ
る
改

正
で
あ
る
。　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

県
の
条
例
に
準
じ
て
議
員
報
酬

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
月
の
末
日

ま
で
支
給
す
る
と
き
以
外
は
、
議

員
報
酬
額
を
日
割
り
計
算
と
す
る

改
正
で
あ
る
。　
　
（
起
立
全
員
）

　

南
須
釜
地
区
の
未
給
水
区
域
の

一
部
に
安
定
し
た
水
を
供
給
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
改
正
で
あ

る
。　
　
　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
２
１
万

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
39
億

各
地
で
甚
大
な
水
害
が
発
生
し

た
。
こ
の
た
め
の
救
済
措
置
と
し

て
、被
災
者
に
対
し
、
村
民
税
、固

定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
及

び
介
護
保
険
料
を
減
免
す
る
た
め

の
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

福
島
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
基

づ
き
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

改
正
の
主
な
内
容
は
、
行
政
職

給
料
表
に
つ
い
て
50
歳
台
の
職
員

が
在
職
す
る
号
級
に
重
点
を
お
い

て
引
き
下
げ
る
改
正
で
あ
る
。

　

ま
た
、
職
員
が
退
職
し
た
と
き

の
給
料
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
月

の
末
日
ま
で
支
給
す
る
と
き
以
外

は
日
割
り
計
算
と
す
る
よ
う
改
正

す
る
も
の
で
あ
る
。（
起
立
全
員
）

　

福
島
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
基

づ
き
、
平
成
18
年
に
行
わ
れ
た
給

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
８
８
３
万

２
千
円
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

※
歳
入
の
主
な
も
の

◦
村
債　

８
２
０
万
円
を
減
額

※
歳
出
の
主
な
も
の

◦
長
期
債
償
還
金　

８
３
２
万
４

千
円
を
減
額　
　
　
（
起
立
全
員
）

【
収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
補
正
】

　

総
額
を
１
億
８
５
０
８
万
４
千

円
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

※
支
出
の
主
な
も
の

◦
原
水
及
び
浄
水
費　

５
９
万
９

千
円
を
減
額

◦
支
払
利
息
及
び
企
業
債
取
扱
費

　

１
０
８
万
円
を
減
額

◦
配
水
及
び
給
水
費　

１
６
７
万

９
千
円
を
増
額

【
資
本
的
収
入
及
び
支
出
の
補
正
】

※
収
入
の
主
な
も
の

◦
企
業
債　

２
８
３
０
万
円
を
減

額※
支
出
の
主
な
も
の

◦
企
業
債
償
還
金　

２
７
９
９
万

円
を
減
額

（
注
）
収
入
額
が
支
出
額
に
対
し

て
不
足
す
る
１
億
３
６
３
万
円

は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資

金
１
億
２
６
３
万
円
と
当
該
年
度

分
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
１

０
０
万
円
で
補
て
ん
す
る
。

（
起
立
全
員
）

　

村
道
川
―
６
号
線
は
道
路
改
良

工
事
に
伴
う
起
終
点
及
び
延
長
の

変
更
で
あ
る
。

　

村
道
南
―
５
号
線
は
起
点
及
び

延
長
の
変
更
で
あ
る
。

　

村
道
南
―
７
号
線
は
起
終
点
及

　
　
　

　

福
島
県
が
暴
力
団
排
除
条
例
を

制
定
し
て
暴
力
団
排
除
の
取
組
み

を
強
化
し
て
い
る
。
本
村
で
も
暴

力
団
排
除
の
機
運
を
高
め
、
村
、

村
民
、
事
業
者
等
が
一
体
と
な
っ

た
取
組
み
の
推
進
を
す
る
た
め
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
起
立
全
員
）

　

東
日
本
大
震
災
の
被
害
か
ら
の

一
日
も
早
い
復
興
を
推
進
す
る
た

め
、
被
災
者
に
対
し
、
村
民
税
、

固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税

及
び
介
護
保
険
料
を
減
免
す
る
条

例
で
あ
る
。　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

台
風
15
号
に
よ
り
阿
武
隈
川
の

堤
防
が
決
壊
し
て
、住
宅
の
浸
水
、

水
田
や
ハ
ウ
ス
の
冠
水
な
ど
村
内

平成24年２月２日 平成24年２月２日

　　玉川村議会

12 月 定 例 会
条
例
の
制
定

条
例
の
改
正

※
歳
入
の
主
な
も
の

◦
国
庫
支
出
金　

１
０
８
７
万
４
千
円
を
増
額

◦
療
養
給
付
費
交
付
金　

９
１
７
万
７
千
円
を
増
額

※
歳
出
の
主
な
も
の

◦
保
険
給
付
費　

１
０
３
９
万
９
千
円
を
増
額

◦
諸
支
出
金　

９
６
５
万
２
千
円
を
増
額

　
　
　
　
　
　
　

　（
起
立
全
員
）

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
庫
支
出

金
で
２
０
１
万
９
千
円
を
減
額

し
、
支
払
基
金
交
付
金
で
２
０
１

万
９
千
円
を
追
加
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
予
備
費
で

１
１
３
万
４
千
円
を
減
額
し
、
地

域
支
援
事
業
で
１
１
３
万
４
千
円

を
増
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
起
立
全
員
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
２
０
万

■暴力団排除条例
　暴力団の影響力排除を目的とした地方公
共団体の条例。2011 年 10 月 1 日に東京
都と沖縄県で条例が施行されて全都道府県
で施行された。

■人事委員会勧告
　人事行政の専門機関である県人事委員会
の役割のひとつに「職員の給与に関する勧
告」があり、地方公務員が労働基本権の一
部を制限されている代替措置として設けら
れているものである。

■企業債償還金
　地方公営企業が行う建設等に要する資金
を充てるために起こす地方債を企業債とい
う。この企業債発行後の各事業年度に支出
する元金の償還額又は一定期間に支出する
元金償還金の総額をいう。

用　語　説　明

玉
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

玉
川
村
暴
力
団
排
除
条
例

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
23
年
台
風
15
号
災
害
に
よ

る
被
災
者
に
対
す
る
村
民
税
等

の
減
免
に
関
す
る
条
例

　玉川村議会 12月定例会は、12月９日から 13日までの５日間の会期で開催されました。

　今定例会では、条例の制定や改正が７件、補正予算など６件の合わせて 13件の議案が提

案されました。

　また、一般質問には５名の議員が登壇し、村執行部の考えを質しました。

あらまし

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被

災
者
に
対
す
る
村
民
税
等

の
減
免
に
関
す
る
条
例

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
期
末

手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

玉
川
村
上
水
道
給
水
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

上
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

補
正
予
算

村
道
の
路
線
変
更

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

区分 款 補正額 説　明

歳
　
入

村 税 25,355 法人税等

財 産 収 入 11,493 財産売払収入（岩法寺地内）
県 支 出 金 △ 20,190 災害復旧事業
村 債 △ 14,700 災害復旧事業
繰 入 金 △ 11,000 財政調整積立金

歳
　
出

総 務 費 16,984 外国人住基法改正
諸 支 出 金 12,000 地域活性化基金積立金
災 害 復 旧 費 △ 52,234 農業用施設災害復旧工事

表１ 一般会計補正予算の主なもの　　　（単位：千円）び
延
長
に
変
更
が
生
じ
た
た
め
、

道
路
法
第
10
条
第
３
項
の
規
定
に

よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

で
あ
る
。　
　
　

　（
起
立
全
員
）

５
６
４
９
万
６
千
円
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

補
正
の
主
な
も
の
は
表
１
の
と

お
り
で
あ
る
。　
　
（
起
立
全
員
）村道川―６号線



議 会 だ よ り議 会 だ よ り

と
こ
ろ
、
集
会
所
も
床
下
ま
で
水

が
入
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
村
就

業
改
善
セ
ン
タ
ー
に
避
難
所
を
移

し
ま
し
た
。

　

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
や
役

場
庁
舎
は
耐
震
補
強
し
て
い

な
い
施
設
で
あ
り
、
そ
こ
を
避
難

所
に
し
て
大
丈
夫
な
の
か
。

　

役
場
、
就
業
改
善
セ
ン
タ

ー
と
も
に
耐
震
基
準
を
満
た

し
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
計
画

の
中
に
載
せ
て
対
応
す
る
よ
う
図

っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

竜
崎
地
区
の
衛
生
関
係
、

感
染
症
関
係
の
消
毒
、ま
た
、

井
戸
の
消
毒
を
実
施
し
た
の
か
。

　

家
屋
の
床
下
や
周
辺
の
消

毒
は
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

感
染
症
に
関
す
る
消
毒
等
、
井
戸

の
消
毒
は
実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

と
思
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
場
所

を
移
転
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。
村
と
し
て

は
、
今
後
、
竜
崎
区
と
協
議
が
必

要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る

が
、
村
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
、
公
民
館
に
併

設
さ
れ
て
い
る
消
防
屯
所
を
含
む

公
民
館
全
体
が
被
災
さ
れ
、
台
風

15
号
の
大
雨
が
も
た
ら
し
た
洪
水

で
阿
武
隈
川
堤
防
決
壊
に
よ
っ
て

竜
崎
地
区
が
浸
水
被
害
を
受
け
、

消
防
屯
所
並
び
に
消
防
自
動
車
ポ

ン
プ
車
庫
も
浸
水
し
、
二
重
の
被

（４）（５） 平成24年２月２日 平成24年２月２日

旧
工
事
は
渇
水
期
に
入
る
予
定
で

あ
る
旨
を
伝
え
ま
し
た
。

　
　
　

同
じ
県
の
出
先
で
あ
る
須

賀
川
土
木
事
務
所
で
は
早
急

に
復
旧
し
て
い
た
箇
所
が
あ
る
と

聞
い
て
い
る
が
、
な
ぜ
石
川
土
木

で
は
出
来
な
か
っ
た
の
か
疑
問
で

あ
る
。

　

今
後
の
復
旧
工
事
に
あ
た
っ
て

は
百
年
た
っ
て
も
ビ
ク
と
も
し
な

い
万
全
な
工
事
を
お
願
い
し
た
い

と
思
う
が
、
村
で
は
ど
の
よ
う
な

対
策
を
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
　
　

村
で
も
県
に
対
し
て
再
三

お
願
い
を
し
て
き
て
お
り
ま

す
。
今
般
、
県
と
本
村
、
鏡
石
町
、

矢
吹
町
、
石
川
町
の
４
町
村
と
で

阿
武
隈
川
流
域
対
策
協
議
会
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
の
で
、
乙
字
ヶ
滝

か
ら
上
流
部
の
復
旧
対
策
に
つ
い

て
強
く
お
願
い
を
し
て
い
く
考
え

で
あ
り
ま
す
。

　

竜
崎
地
区
に
排
水
ポ
ン
プ

の
施
設
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、

そ
の
作
動
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
。　

湛
水
防
除
施
設
に
つ
い
て

は
１
号
機
か
ら
３
号
機
ま

で
直
接
、
稼
働
に
つ
い
て
は
立
ち

会
っ
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

動
い
て
い
た
こ
と
は
確
認
し
て
お

り
ま
す
。
な
お
、
４
号
機
は
現
在

工
事
中
で
し
た
の
で
作
動
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
　

決
壊
す
る
と
の
予
想
は
で

き
な
か
っ
た
と
は
思
う
が
、

避
難
さ
せ
る
と
い
う
判
断
能
力
、

そ
の
辺
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

た
の
か
。
防
災
無
線
等
で
避
難
勧

告
な
ど
は
出
し
て
い
た
の
か
。
避

難
す
る
場
合
、
決
壊
し
た
の
で
一

気
に
水
が
出
た
と
思
う
が
、
そ
の

状
況
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
た
い
。

　

一
番
早
い
時
間
で
午
後
八

時
二
十
分
に
避
難
勧
告
を
あ

る
部
分
で
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ

の
後
十
一
時
に
避
難
勧
告
を
出
し

ま
し
た
。
午
後
九
時
に
阿
武
隈
川

堤
防
の
越
水
を
確
認
し
た
の
で
、

そ
の
よ
う
な
対
応
を
し
ま
し
た
。
併

せ
て
金
波
川
流
域
も
増
水
し
ま
し

た
の
で
そ
の
よ
う
な
対
応
を
し
ま

し
た
。
二
回
に
わ
た
っ
て
避
難
の

勧
告
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

竜
崎
地
区
の
方
々
は
ど
こ

に
避
難
さ
れ
た
の
か
。

　

午
後
十
一
時
に
避
難
勧
告

を
出
し
て
竜
崎
集
会
所
を
指

定
し
て
い
ま
し
た
の
で
集
会
所
に

避
難
す
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た

（
次
頁
へ
つ
づ
く
）

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
阿

武
隈
川
堤
防
の
被
害
に
つ
い

て
は
、
中
区
民
か
ら
堤
防
に
ク
ラ

ッ
ク
被
害
発
生
の
連
絡
を
受
け
、

地
域
整
備
課
で
現
地
を
確
認
し
石

川
土
木
事
務
所
へ
被
災
状
況
を
報

告
し
て
お
り
ま
す
。
石
川
土
木
事

務
所
で
は
３
月
14
日
に
現
場
を
確

認
、
４
月
上
旬
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

保
護
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
下
旬
に
竜
崎
区
住

民
の
方
か
ら
阿
武
隈
川
河
川
復
旧

工
事
が
い
つ
か
ら
入
る
の
か
と
の

問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
石
川
土
木

事
務
所
で
は
９
月
下
旬
か
ら
10
月

に
か
け
て
工
事
の
発
注
を
し
、
復

　

台
風
15
号
に
よ
り
阿
武
隈

川
の
水
が
堤
防
を
越
え
、
そ

の
後
、
堤
防
を
決
壊
さ
せ
田
畑
・

家
屋
へ
の
被
害
を
拡
大
さ
せ
た
。

今
回
、
決
壊
し
た
箇
所
か
ら
川
下

の
堤
防
に
は
東
日
本
大
震
災
の
際

に
で
き
た
ク
ラ
ッ
ク
が
あ
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。
震
災
後
６
カ
月
余

り
が
過
ぎ
て
い
た
の
に
応
急
対
策

の
工
事
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

堤
防
管
理
は
県
が
行
な
っ
て
い
る

と
思
う
が
、
村
は
県
に
対
し
て
、

今
回
の
台
風
の
前
に
ど
の
よ
う
な

対
策
を
お
願
い
し
て
い
た
の
か
伺

い
た
い
。

　

台
風
15
号
に
よ
る
堤
防
決

壊
で
竜
崎
地
区
が
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
。
９
月
定
例
会
の
際

に
竜
崎
区
長
か
ら
竜
崎
公
民
館
に

併
設
さ
れ
て
い
る
竜
崎
分
団
の
消

防
屯
所
が
、
３
月
11
日
の
東
日
本

大
震
災
で
使
用
で
き
な
く
な
っ
た

と
い
う
こ
と
で
、
建
設
に
係
る
請

願
が
出
さ
れ
総
務
産
業
建
設
常
任

委
員
会
で
審
議
を
行
な
っ
た
経
過

が
あ
っ
た
。
今
回
の
水
害
で
は
、

こ
の
損
壊
し
た
消
防
屯
所
や
消
防

自
動
車
の
車
庫
も
冠
水
し
て
し
ま

っ
た
。
こ
れ
ら
消
防
施
設
は
緊
急

時
に
使
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
今

後
、
水
害
に
遭
っ
て
は
な
ら
な
い

12月定例会

①添田四郎議員
▲台風 15号の被害について
　◦余震対策について
　◦村民健康維持のための施設計画について

②飯島三郎議員
▲竜崎地区の消防施設について
　◦南須釜区有地の開発について

③溝井丈樹議員
▲公共施設の新築及び修繕計画について
　◦行政委員に対する報酬・手当について
　◦クラウドコンピューティングについて

問

問

問

問問

問問

答

答答

Ｑ　

堤
防
決
壊
の
前
に
県
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を

依
頼
し
た
の
か

Ａ　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
状
況
の
報
告
と
復
旧

工
事
日
程
の
確
認
を
し
ま
し
た

Ｑ　

竜
崎
消
防
分
団
の
消
防
施
設
を
安
全
な
場
所

に
移
設
す
べ
き
で
は
な
い
の
か

Ａ　

村
が
直
接
判
断
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す

添
田
四
郎
議 

員
飯
島
三
郎
議 

員

５議員が一般質問
（▲印の項目は質問と答弁の内容を要約してお知らせいたします。）

　◦監査委員の意見について
　◦除染について
　◦教育委員会委員長の所信について

④田子武幸議員
▲川辺小学校の将来のあり方について
　◦放射能問題に対する助成について

⑤大和田宏議員
▲平成 24年度の予算編成に対する方針について
　◦村内の除染計画について
　◦再生可能エネルギー開発への対処について

問答

答答

答答

阿武隈川の堤防決壊



議 会 だ よ り議 会 だ よ り

竜崎消防分団消防自動車ポンプ車庫

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、
そ
の

辺
り
の
考
え
は
ど
う
か
。

　

県
・
国
等
に
つ
い
て
の
支

援
要
請
は
当
然
で
ご
ざ
い
ま

す
け
ど
も
、
ど
う
い
う
メ
ニ
ュ
ー

が
あ
る
か
十
分
検
討
し
な
が
ら
対

応
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

（７） （６）平成24年２月２日平成24年２月２日

　

中
期
財
政
計
画
の
中
で
は

川
辺
小
と
就
改
セ
ン
タ
ー
の

耐
震
補
強
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
ど
も
園
や
農
産
物
加
工

所
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
構

想
は
具
体
化
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

こ
ど
も
園
に
つ
い
て
は
新

た
な
施
設
の
設
置
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
国
の
具
体
的
な
支
援
策
が

見
え
な
い
と
こ
ろ
で
は
年
次
計
画

に
取
り
込
め
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
農
産
物
加
工
所
に
つ

い
て
は
現
在
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

業
務
の
再
編
に
よ
り
既
存

の
建
物
を
有
効
活
用
す
る
と

い
っ
た
選
択
肢
や
、
使
用
に
耐

え
ら
れ
な
い
施
設
を
取
り
壊
す

な
ど
の
計
画
は
お
持
ち
で
し
ょ

う
か
。

　

業
務
の
再
編
の
面
か
ら
は

平
成
17
年
度
に
就
改
セ
ン
タ

ー
の
管
理
を
農
政
課
か
ら
教
育
委

員
会
に
移
管
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
使
用
に
耐
え
ら
れ
な
い

施
設
は
無
い
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

既
存
建
物
の
配
管
や
空

調
、
通
信
設
備
や
照
明
な
ど

の
更
新
も
計
画
案
の
中
で
は
議
論

さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

村
民
が
安
心
し
て
安
全
に

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

故
障
等
が
発
生
し
た
場
合
に
は
そ

の
都
度
修
繕
工
事
で
措
置
し
て
お

り
、
設
備
の
更
新
計
画
に
つ
い
て

は
検
討
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

公
共
施
設
の
新
築
や
修
繕

等
を
目
的
に
制
定
さ
れ
て
い

る
各
種
の
基
金
は
、い
つ
ま
で
に
、

ど
れ
ぐ
ら
い
の
額
を
積
み
立
て
て

い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　

各
種
基
金
の
積
立
額
に
つ

い
て
、
目
標
と
す
る
年
度
と

積
立
額
上
限
等
は
決
め
て
お
り
ま

せ
ん
。

再
質
問

　

例
え
ば
機
能
と
し
て
の
重

要
施
設
で
あ
る
役
場
庁
舎
と

川
辺
小
校
舎
に
つ
い
て
は
、
最
近

あ
ら
た
め
て
耐
震
診
断
も
さ
れ
た

よ
う
で
す
が
、
そ
の
結
果
は
ど
う

で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

役
場
庁
舎
に
つ
い
て
は
本

庁
舎
の
木
造
で
建
築
し
て
い

る
部
分
が
弱
い
と
い
う
診
断
が
出

て
お
り
ま
す
。
川
辺
小
、
就
改
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
12
月
中
に
結

果
が
出
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ

を
見
な
が
ら
今
後
の
事
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
園
や
農
産
物
加
工

所
、
以
前
に
村
長
や
教
育
長

が
話
題
に
し
て
お
り
ま
し
た
給
食

セ
ン
タ
ー
な
ど
、
新
築
計
画
に
つ

い
て
は
ど
う
い
っ
た
機
関
決
定
を

受
け
て
ゴ
ー
サ
イ
ン
や
ス
ト
ッ
プ

の
結
論
が
出
て
く
る
の
で
し
ょ
う

か
。　

基
本
は
、
村
の
一
般
財
源

す
べ
て
で
実
施
す
る
こ
と
は

今
ま
で
も
困
難
で
あ
り
ま
し
た
の

で
、
情
報
収
集
に
努
め
な
が
ら

過
去
の
答
弁
の
中
に「
こ
ど
も
園
」

や
「
農
産
物
加
工
所
」
の
建
設
も

話
題
と
し
て
は
出
て
お
り
ま
す
。

　

一
体
、
何
が
ど
こ
ま
で
計
画
さ

れ
て
い
る
の
か
が
不
透
明
で
す
の

で
、
整
理
を
す
る
上
で
も
以
下

の
5
点
に
つ
い
て
進
捗
状
況
等

を
お
尋
ね
し
て
お
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

耐
震
補
強
工
事
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
な
修
繕
計
画
が

立
て
ら
れ
、
予
算
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
組
ま
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

本
年
3
月
の
定
例
議
会
に

お
い
て
「
玉
川
村
公
共
施
設

等
整
備
基
金
条
例
」
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
の
目
的
は
、「
公
共

施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
改
修
ま
た

は
修
繕
、
耐
震
工
事
の
対
策
の
た

め
に
基
金
を
積
み
立
て
る
」
も
の

で
あ
り
、
今
年
度
末
の
残
高
は

3
千
万
円
に
な
る
見
込
み
で
す
。

3
月
の
震
災
以
降
は
特
に
補
強
工

事
の
計
画
も
加
速
さ
れ
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
す
し
、
他
方
で
は
、 溝

井
丈
樹
議 

員

Ｑ　

公
共
施
設
の
新
築
及
び
修
繕
計
画
を
問
う

Ａ　

中
期
財
政
計
画
の
中
で
は
川
辺
小
と
就
改
セ

ン
タ
ー
の
耐
震
補
強
工
事
を
予
定

①

答

田
子
武
幸
議 

員

Ｑ 　

川
辺
小
学
校
の
将
来
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
し
て
い
る
の
か

Ａ 　

地
区
民
と
の
話
し
合
い
に
よ
り
将
来
の
あ
り

方
や
方
向
性
を
集
約
し
て
ま
い
り
ま
す

害
を
被
り
ま
し
た
。
今
後
、
よ
り

一
層
安
全
な
場
所
に
消
防
自
動
車

ポ
ン
プ
車
庫
の
移
設
を
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
、
村
が
直
接
判
断
す
る
も

の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご

理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

村
の
方
で
は
直
接
判
断
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、

そ
の
理
由
は
何
か
。

　

消
防
屯
所
等
に
つ
き
ま
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
も
行
政
区

の
ほ
う
か
ら
要
求
、
要
望
等
に
基

づ
い
て
整
備
を
し
て
き
た
経
緯
が

ご
ざ
い
ま
す
。

　

他
町
村
の
消
防
関
係
の
話

を
聞
く
と
、
ほ
と
ん
ど
が
全

額
に
近
い
予
算
で
施
設
を
つ
く
っ

て
や
る
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
が
調

査
で
分
か
っ
て
い
る
。
本
村
で
は

な
ぜ
今
ま
で
そ
の
よ
う
な
こ
と
を

や
っ
て
き
た
の
か
ど
う
か
を
伺
い

た
い
。

　

他
町
村
の
例
を
引
用
さ
れ

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
私
ど
も

も
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
把
握
し

て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
玉
川
村
で

は
今
ま
で
や
っ
て
き
た
地
域
の
慣

行
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
設
置
し
た
い

場
所
を
決
め
、
予
算
を
計
上
し
て

き
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
き
の
定
例
会
の
総
務
委

員
会
で
請
願
の
審
議
を
し
た

が
、
村
の
ほ
う
で
は
予
算
が
付
け

ら
れ
な
い
と
い
う
。
他
の
何
か
の

予
算
を
持
っ
て
く
る
よ
う
な
考
え

で
い
る
の
か
ど
う
か
伺
い
た
い
。

　

９
月
定
例
会
の
総
務
産
業

建
設
常
任
委
員
会
に
は
私
も

同
行
し
て
現
地
を
見
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
区
長

さ
ん
の
お
話
も
聞
か
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は
具

体
的
な
計
画
ま
で
ま
だ
い
っ
て
い

な
い
と
い
う
よ
う
な
部
分
で
あ

り
、
継
続
審
議
に
な
っ
て
い
る
か

と
思
い
ま
す
け
ど
も
。
村
と
し
て

は
有
利
に
援
助
で
き
る
方
法
が
あ

れ
ば
と
い
う
要
請
も
あ
り
ま
し
た

の
で
、
財
団
の
援
助
金
と
か
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
中
の
助
成

金
と
か
を
検
討
し
て
み
て
は
ど
う

か
と
い
う
話
が
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
。
地
元
か
ら
そ
の
後
、
具
体
的

な
計
画
等
が
上
が
っ
て
き
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
村
と
し
て
は
そ
の

よ
う
な
対
応
に
留
ま
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
日
の
新
聞
で
は
、
福
島

県
は
復
興
再
生
特
別
措
置
法

と
い
う
の
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

で
す
が
そ
の
辺
り
は
村
と
し
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
東

日
本
大
震
災
の
予
算
の
中
に
組
み

入
れ
る
と
い
う
よ
う
な
考
え
が
あ

る
な
ら
ば
お
聞
か
せ
頂
き
た
い
。

　

今
国
会
で
成
立
し
ま
し
た

復
興
特
区
法
の
件
だ
と
思
い

ま
す
け
ど
も
、
当
然
、
村
と
し
ま

し
て
も
復
興
特
区
法
の
計
画
を
つ

く
る
べ
く
作
業
を
指
示
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

緊
急
車
両
の
施
設
で
あ
る

の
で
、
屯
所
と
一
緒
に
、
県
・

国
、
こ
れ
に
お
願
い
を
し
て
予
算

を
付
け
て
頂
く
よ
う
努
力
を
し
て

問

問

問 答

答

答

問問 答

答
　

川
辺
小
学
校
の
入
学
児
童

減
少
に
伴
う
将
来
の
あ
り
方

に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
の
件
に
つ

い
て
は
以
前
に
一
般
質
問
で
も
質

し
、
ま
た
川
辺
地
区
で
行
わ
れ
た

地
区
懇
談
会
に
お
い
て
も
村
側
の

答
弁
、
あ
る
い
は
説
明
で
は
、
川

辺
地
区
住
民
の
意
向
を
尊
重
す
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
住
民
の

意
向
と
い
っ
て
も
集
約
は
困
難
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て

村
当
局
の
対
応
な
り
方
向
性
を
示

し
た
ほ
う
が
議
論
も
で
き
る
し
、

意
見
も
出
て
く
る
と
思
う
が
、
村

と
し
て
の
考
え
を
伺
う
。

就業改善センター

個
々
に
対
応
を
図
っ
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

旧
四
辻
分
校
は
先
の
震
災

で
被
害
が
及
び
１
２
１
６

万
円
の
予
算
を
か
け
て
修
繕
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
校
舎
の

裏
山
に
も
大
変
な
危
険
が
潜
ん
で

お
り
ま
す
。
今
後
も
現
在
の
姿
の

ま
ま
維
持
し
続
け
る
と
い
う
こ
と

な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
は
、
今
回

被
災
し
た
部
分
を
取
り
壊
し

な
が
ら
、
地
域
と
色
々
協
議
し
て

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問 問

（
次
頁
へ
つ
づ
く
）

②

③⑤ ④

答

問問

問

答答

答答

答

答
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昨
年
度
の
地
区
懇
談
会
で

は
、
大
き
な
課
題
の
一
つ
と

し
て
、
今
後
の
川
辺
小
学
校
学
級

数
の
推
移
な
ど
を
お
示
し
し
、
川

辺
区
の
意
向
等
を
尊
重
し
た
い
と

述
べ
て
き
て
お
り
ま
す
。し
か
し
、

今
後
の
児
童
数
の
推
移
や
少
子
高

齢
化
社
会
を
考
え
た
と
き
、
川
辺

小
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

行
政
と
し
て
の
方
向
性
は
示
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
川
辺
小
学
校
の
児
童
数
の
推

移
を
踏
ま
え
た
実
態
か
ら
、
ど
の

よ
う
な
方
向
性
や
選
択
肢
が
あ
る

の
か
な
ど
を
、
地
区
民
と
の
話
し

合
い
に
よ
り
、
川
辺
小
学
校
の
将

来
の
あ
り
方
や
方
向
性
に
向
け
た

日
に
職
員
へ
の
予
算
編
成
説
明
会

を
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
予
算
要
求

作
業
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、
本
村
に
お
い

て
も
こ
の
災
害
に
対
し
、
早
期
の

復
旧
と
活
力
に
満
ち
た
復
興
の
た

め
の
施
策
を
推
進
し
て
い
く
た

め
、
国
の
復
興
交
付
金
や
震
災
復

興
特
別
交
付
税
な
ど
の
動
向
を
注

視
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
最

大
限
の
行
政
効
果
を
上
げ
ら
れ
る

よ
う
、
全
力
で
取
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

予
算
編
成
の
基
本
方
針
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ま
ず
１
つ
目
は
「
特

色
あ
る
教
育
の
振
興
に
よ
る
豊
か

な
人
間
性
・
郷
土
を
愛
す
る
人
づ

く
り
。」
２
つ
目
は
「『
農
業
・
工

業
・
商
業
』
地
域
の
特
性
を
生
か

し
、
調
和
の
と
れ
た
産
業
振
興
に

よ
る
活
力
に
満
ち
た
村
づ
く
り
。」

３
つ
目
は
、「
生
活
環
境
基
盤
の

促
進
に
よ
る
快
適
で
住
み
よ
い
村

づ
く
り
。」
４
つ
目
は
、「
子
育
て

支
援
・
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
向

上
、
推
進
に
よ
る
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
村
づ
く
り
。」
最
後
に
、「
女

性
の
村
政
等
へ
の
積
極
的
な
参
画

の
推
進
と
地
域
交
流
活
性
化
の
推

集
約
を
図
り
、
玉
川
村
の
教
育
振

興
、
人
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
当
局
と
し
て
は
明
確

な
方
向
性
な
り
対
応
は
で
き

て
は
い
な
い
と
の
答
弁
で
あ
る

が
、
や
は
り
私
も
さ
き
の
一
般
質

問
を
し
て
か
ら
、
区
民
の
皆
さ
ん

の
話
を
聞
い
た
経
緯
も
あ
る
。
そ

う
い
っ
た
中
で
、
や
は
り
村
と
し

て
は
っ
き
り
と
方
向
性
を
示
さ
な

け
れ
ば
、
我
々
に
も
考
え
が
難
し

い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
村
で
は

一
体
ど
う
い
う
考
え
を
し
て
い
る

の
か
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
わ

け
で
あ
る
。

　

本
当
に
将
来
の
見
通
し
に
つ
い

て
は
、
い
ま
だ
か
つ
て
検
討
は
し

た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
か
、
あ
っ

た
の
か
、そ
こ
を
ま
ず
伺
い
た
い
。

　

村
で
は
内
部
的
に
は
検
討

は
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
の

推
移
等
、
あ
る
い
は
複
式
学
級
等

に
つ
い
て
は
好
ま
し
く
な
い
と
い

う
よ
う
な
状
況
で
あ
り
ま
す
。
あ

と
、
昨
年
の
懇
談
会
で
話
し
合
い

を
し
ま
し
て
、
そ
の
後
、
川
辺
地

区
の
有
識
者
の
方
よ
り
、こ
の
際
、

ぜ
ひ
玉
一
小
と
統
合
す
べ
き
と
の

意
見
や
あ
る
い
は
川
辺
は
川
辺
と

進
に
よ
る
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
。」
で
あ
り
ま
す
。

　

村
の
第
５
次
振
興
計
画
を
も
と

に
、
以
上
の
基
本
方
針
を
推
進
す

る
た
め
の
施
策
を
展
開
し
、
活
力

に
満
ち
た
「
元
気
な
た
ま
か
わ
」

の
復
興
に
つ
な
げ
、
ハ
ー
ド
面
、

ソ
フ
ト
面
に
お
い
て
安
全
で
、
安

心
な
村
づ
く
り
に
取
組
ん
で
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
対
応

と
緊
急
性
の
あ
る
も
の
に
対

　

平
成
23
年
は
、
大
き
な
地

震
・
原
発
事
故
・
放
射
能
汚

染
・
強
い
台
風
な
ど
に
よ
り
、
過

去
に
経
験
の
な
い
甚
大
な
被
害
を

受
け
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
復
旧
復

興
に
時
間
を
要
す
る
状
況
下
に
あ

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

こ
う
し
た
中
、
平
成
24
年
度
の

事
業
計
画
そ
し
て
そ
れ
に
伴
う
予

算
編
成
に
あ
た
り
村
長
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
方
針
で
、
何
を
重
点

施
策
と
し
て
取
組
ん
で
い
く
考
え

な
の
か
伺
い
た
い
。

　

平
成
24
年
度
の
予
算
編
成

に
対
す
る
方
針
に
つ
い
て
の

お
尋
ね
で
あ
り
ま
す
が
、
先
週
７

し
て
少
数
の
中
で
今
ま
で
ど
お
り

学
校
を
運
営
し
て
い
っ
て
は
と
い

う
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
田

子
議
員
さ
ん
が
言
わ
れ
た
よ
う
に

村
と
し
て
も
ど
う
す
る
か
と
い
う

方
向
性
を
近
々
中
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

や
は
り
住
民
の
意
見
を
尊

重
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
非

常
に
重
要
な
こ
と
だ
と
は
考
え
る

が
、
そ
の
住
民
の
意
見
を
聞
く
と

言
っ
て
も
、
住
民
と
の
懇
談
会
と

い
う
か
そ
の
よ
う
な
機
会
が
必
要

で
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
を
い
つ
頃

か
ら
始
め
る
予
定
な
の
か
。
そ
ろ

そ
ろ
始
め
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
そ

の
よ
う
な
考
え
は
あ
る
の
か
。

　

対
話
の
件
に
つ
い
て
は
２

年
に
１
回
は
地
区
懇
談
会
で

対
応
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
24

年
度
に
は
そ
の
予
定
は
し
て
お
り

ま
す
。
只
今
の
田
子
議
員
さ
ん
か

ら
の
ご
発
言
は
学
校
に
関
す
る
意

見
の
た
め
の
集
会
と
い
う
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
の
で
考
え
て
ま
い
り

ま
す
。

　

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
こ

う
し
て
い
つ
ま
で
も
や
っ
た

す
る
的
確
な
判
断
に
よ
る
対
応
が

必
要
と
考
え
る
。
い
ま
説
明
の
あ

っ
た
５
つ
の
基
本
的
な
方
針
を
軸

と
し
て
、「
元
気
な
た
ま
か
わ
」

の
復
興
が
望
ま
れ
る
の
で
、
再
度

予
算
編
成
に
対
す
る
考
え
方
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

　

復
旧
・
復
興
に
向
け
た
予

算
編
成
を
し
っ
か
り
と
立
て

た
い
。
ま
た
、
除
染
計
画
も
十
分

検
討
し
、
し
っ
か
り
と
立
て
、
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

大
和
田
　
宏 

議 

員

Ｑ 

平
成
24
年
度
の
予
算
編
成
に
対
す
る
方
針
に
つ
い
て

Ａ 

５
つ
の
基
本
方
針
を
軸
に
、
復
旧
・
復
興
を
優

先
と
し
て
予
算
編
成
に
当
た
る

答

問

問

答

答

答答 問問

問

川辺小学校全景

四辻新田地区の除染作業

と
し
て
も
、
な
か
な
か
村
の
将
来

方
向
性
が
決
ま
ら
な
い
中
で
は
難

し
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
い
ろ

い
ろ
と
村
で
も
そ
れ
な
り
に
対
応

す
る
と
い
う
こ
と
で
理
解
を
し
た

い
と
思
う
。　
　
（
答
弁
は
不
要
）

　

玉
川
村
成
人
式
は
午
前
10
時
30

分
か
ら
マ
ー
ヴ
ェ
ラ
ス
末
広
で
開

か
れ
ま
し
た
。
今
年
の
成
人
者
は

90
名
で
、
石
森
村
長
の
式
辞
の
あ

と
月
田
教
育
委
員
長
の
あ
い
さ

つ
、
須
藤
議
長
、
矢
部
選
挙
管
理

委
員
長
か
ら
お
祝
の
言
葉
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
村
議
会
か
ら
も
全
議

員
が
出
席
し
て
新
成
人
を
祝
い
ま

し
た
。

村
成
人
式

　
新
成
人
を
激
励
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西川議員が受章
村自治功労表彰

　玉川村表彰条例に基づく表彰式が役場正庁で行
われ、自治功労表彰を西川良英議員が受章しまし
た。西川議員は、村議会議員と村農業委員会委員
を務められ村政振興に寄与されての受章となりま
した。
　また、表彰式では、小高の石井庄八さんと佐藤
忠一さんが感謝状を受章されました。

／113

玉一小６年生が傍聴
12 月定例会一般質問

　12月 12日に行われた 12月定例会の一般質問を玉川第一
小学校（鈴木文雄校長）の６年生 41名が傍聴しました。社
会科学習の一環として行われましたが、実際に議場を訪れた
ことで、一問一答を聴く姿も真剣そのものでした。

傍聴席から見学する玉一小６年生

祝辞を述べる須藤議長
石森村長から表彰を受ける西川議員


